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※出席者は記録者が印を付ける。
※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞
・中級昇格試験の申込が5/17までとなっています。対象者は申し込み後、ＳＧＭへ連絡して下さい。
・5/14法人研修「接遇の基礎知識」があります。
・嚥下機能に関する取り組みのアンケートに協力お願いします。北病棟は5/15までに西山さんへ提出して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・山下　幸子様～今後やまばと寮から他の施設に移るにあたり、生活保護になる可能性が高いと連絡あり。5/20　13：30～三戸地方福祉事務所のヤスダ様とやまばと寮スタッフが来院し生活保護について本人と面談予定です。病院スタッフの立ち合いはいらないとの事。
　　　　　　　　本日、やまばと寮スタッフ面会し、入院費引き落としのサインを受け、来月分の小遣い1万円を預かっています。
＜要注目患者様情報＞

・巴　勇樹様～飲水行動は目立たず、体重の大幅な増加もありません。引き続き飲水行動に注意しながら、多飲水とならない様看護介入を行っていきましょう。
・田端　テル様～5/12　5：05廊下にて転倒し、左鼻から鼻出血あり、直後右手に力が入らない状態見られる。意識はクリア。血圧154/58mmHg　右上腕の疼痛訴え聞かれているが可動は可能。時間の経過と共に右手の握力回復している。以後バイタルサイン異常なし。歩行は見守りにて転倒はないが、前傾姿勢は見られている。
　　　　　　　　本日プログラムには参加されており、運動時の疼痛訴えはない。
　　　　　　　　点灯時に両手に物を持っていた状態の為、就床前薬服用後はコップを預かりとし、夜間のトイレ移動時には見守りを行う事で本人も了承されている。

・沢田　德則様～苛々すると訴え、朝食後・昼食後にセパゾン（2）1Tずつ服用。食事も数口のみ摂取している。イライラの理由については「スタッフも自分も他の患者さんも全部です」と答えており、表情の硬さ見られる。プログラムには拒否なく参加している。

・夏堀　麗紗様～プログラム中に「気分がモヤモヤして調子が悪い」と訴えあり、他患者様との関係について上手く対応できない事や、疎外感を感じるなどの不安を訴えている。病棟に戻ってからは今後の外泊訓練や退院までの段取りについて不安を訴えており都度対応要している。
・五日市　規様～突然テーブルを叩く様子見られ、拳を握り表情の硬さと周囲を睨む様子あり。声かけにも反応なく、時間を置いて対応するが幻聴については否定。午後から時間の経過と共に表情は和らいでいる。

＜窪田Dr診察情報＞
・次週、公休のため定期薬は6/4まで処方指示いただいています。

・井上　和美様～薬の辞典を持ち、胃の調子が良くないとランソプラゾールを希望するが担当医より漢方薬をすすめられ、本人も了承している。今夕よりツムラ43六君子湯エキス顆粒　3包　3×毎食前　7日分処方となっています。本人が継続を希望するようであれば、出勤している医師へ継続処方ともらってください。
・他、変わりありません。
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発生事故振り返りミーティング

実施日 　　　　5月　　　13日　　　　13時　　 30分～　　 14時　　　00分

実施場所北病棟スタッフオフィス

発生事故

内容

転倒

原因分析

・両手に物を持ち塞がっていた

・トイレに急ぎ前傾姿勢になっていた

・靴のかかとを踏みつぶして履いていた

事故対策

検討内容



・見守りの強化

・夜間歩行の不安定さがある為、夜間はコップを預かる

・靴は踵を折らずに履くよう説明


